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一人ひとり心を込めて願い
事を書きました。
(小規模多機能施設えがお)

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（社
しゃ

協
きょう

）とは？
地域の中で助けを必要としているかたや、

困りごとがあるかたなど、さまざまな課

題を抱えている人がいます。社協は、そ

ういう人たちの問題を解決し、地域全体

をより良くするため、住民や関係機関な

どと協力して、「安心して暮らせるまち」

を目指し活動を行っています。
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茂
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６
月
の
理
事
会
に

お
い
て
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
六
年
目
と
な

り
マ
ン
ネ
リ
化
し
な

い
よ
う
心
機
一
転
頑

張
る
決
意
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ

た
一
年
で
し
た
。
年
度
頭
初
か
ら
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
休
館
、
サ
ロ
ン
も
休
止
と
な
り
、
マ

ス
ク
生
活
と
外
出
自
粛
に
よ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
自
粛
し
、
高
齢
者
は

引
き
こ
も
り
状
態
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
﹁
配
食
サ
ー
ビ
ス
﹂
は
職
員

に
よ
る
配
達
等
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
、
生
活
介
助
の

必
要
な
障
が
い
者
へ
手
を
抜
く
事
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
介
護
事
業
、

障
が
い
福
祉
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
昨
年
同

様
の
事
業
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

学
童
保
育
で
は
、
学
校
が
突
然
休
校
と

な
っ
た
た
め
、
一
日
預
か
り
を
実
施
す

る
事
と
な
り
、
大
変
な
思
い
を
し
ま
し

た
。﹁
マ
ス
ク
着
用
﹂﹁
検
温
﹂﹁
消
毒
﹂﹁
密

の
回
避
﹂
等
の
感
染
防
止
策
は
、
介
護

施
設
の
入
浴
や
障
が
い
者
施
設
で
の
生

活
介
助
、
子
供
た
ち
の
見
守
り
等
で
は
、

苦
労
の
連
続
で
し
た
。
職
員
は
、
緊
張

感
を
持
っ
て
、
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。
し
か
し
、
利
用
者
の
活
動

は
大
き
く
制
限
さ
れ
、﹁
い
た
く
ら
福
祉

ま
つ
り
﹂
や
﹁
福
祉
バ
ザ
ー
﹂
も
中
止
、

特
に
﹁
花
見
﹂﹁
買
い
物
﹂﹁
食
事
﹂
等
の

外
出
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
中

止
や
近
場
に
変
更
さ
れ
、
楽
し
み
が
半

減
し
て
い
ま
す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
﹁
町

民
限
定
﹂﹁
カ
ラ
オ
ケ
・
食
事
な
し
﹂
と

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
県
に
隣
接
す

る
板
倉
で
は
、
や
む
を
得
な
い
方
法
な

の
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
苦
を
強
い

ら
れ
た
町
民
に
﹁
緊
急
小
口
﹂﹁
総
合
支

援
﹂
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。
６

月
現
在
、
88
件
３
，
１
０
３
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
様
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の

地
域
福
祉
事
業
は
、
着
実
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
新
規
事
業
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
日
も
早
い
日
常
を
取
り

戻
し
、
現
状
に
合
わ
せ
た
福
祉
を
実
践

し
て
い
き
ま
す
。
運
営
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
、
全
町
民
の
皆
様
、
区
長
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

峯

﨑

俊

雄

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

「
一
日
も
早
い
日
常
生
活
を
」

令
和
３
年
度　

理
事
・
監
事　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
３
年
度　

評
議
員　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

令
和
３
年
６
月
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
新
た
に
17
名
が
理
事
・
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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長

　

令
和
３
年
５
月
の
評
議
員
選
任
委
員
会
に
お
い
て
、
新
た
に
21
名
が
評
議
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
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委
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部
長
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議
員

山

越
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雄

民
生
委
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児
童
委
員

（
自
立
支
援
部
長
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評
議
員

堀　

口　

美
知
子
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児
童
委
員

評
議
員

荒　

山　

江
知
郎
ボ
ラ
ン
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ィ
ア
連
絡
協
議
会
長

評
議
員

渡

邊

陸

己

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
代
表
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１．社会福祉活動の啓発宣伝
　○ 社協事業活動への理解と協力を得

るために、社協だより（年４回）
を発行し啓発に努めた。

　○ 社協のホームページを更新し新た
な情報を提供するとともに、町民
以外にも社協の事業への理解を
図った。

　□ 「いたくら福祉まつり」　※新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため
中止

２．社会福祉の拡大と助長
（１）低所得者対策
　○生活福祉資金（県委託）
　　 新型コロナウイルス感染症の影響

により、一時的又は継続的に収入
が減収した世帯に対し緊急小口資
金等の特例貸付を行った。

　〇生活困窮者自立支援事業
　○小口生活資金（町社協）

（２） 高齢者・身体障がい児（者）福祉
の増進

　○ 地域支援事業の実施（地域包括支
援センター、在宅支援センターと
共催）

　○介護用品の貸出
　○福祉車両（車いす仕様車）の貸出
　○配食サービス事業
　○ ダイヤモンド婚式・金婚式合同祝

賀会
　○ 視覚障がい者音読サービス事業の

実施
　○思いやり福祉サービス事業
　□在宅障がい児（者）親子交流事業
　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止
　□ 手話奉仕員養成講習会（館林市・

板倉町・明和町合同）　※新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため中
止

（３）児童福祉の増進
　○ 板倉町学童保育対策事業管理運営

（町委託）　みつばち学童クラブ１・
２・３

　○ 社会福祉協力校（東・西小学校・
板倉中学校・板倉高校）の活動に
協力援助した。

（４）福祉人材の育成
　□ 実習生の受け入れ　※新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため中止
（５）福祉関係団体への協力と援助
　○ ８団体（遺族会、老人クラブ連合会、

みずほ会、入浴サービスやすらぎ会、
母子寡婦会、心身障害児（者）療
育父母の会、ボランティア連絡協
議会、朗読ボランティア「声のリ
ボン」）の事務及び活動への協力と
援助を行った。

　○ 遺族会の戦没者追悼式への協力な
ど、戦没者の慰霊、遺族援護活動
を行った。

　○ 町民や社協等とのパイプ役として
活躍する、民生（児童）委員の活
動への協力を行った。

（６） ボランティアセンター事業運営の
強化

　○ みずほ会、やすらぎ会、ボランティ
ア連絡協議会、朗読ボランティア

「声のリボン」の活動への援助を
行った。

　○ ボランティア保険への加入促進等
の支援を行った。

　○ ボランティア需給のコーディネー
ト活動を行った。

　□ 芸能ボランティア活動　※新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため
自粛

（７）福祉相談事業の充実強化
　○ 総合支援事業を展開し「なんでも

福祉相談」窓口として、相談員を
配置し地域のかたの生活や福祉に
関する相談を受け対応した。

　○ 認知症総合支援事業「オレンジカ
フェ社協」を開催し、認知症のか
たやその家族が介護専門職への相
談や地域住民と交流の場の普及に
努めた。（町委託）

３．募金運動の推進
（１）赤い羽根共同募金の推進
（２）歳末たすけあい運動の推進
（３） 福祉バザー　※新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止
４．福祉サービス利用支援事業

（１）日常生活自立支援事業
５．指定管理事業

（１）板倉町総合老人福祉センター 
（２）板倉町デイサービスセンター
（３）板倉町地域活動支援センター 
（４） 板倉町障害者デイサービスセン

ター
６．板倉町社会福祉協議会独自事業

（１）小規模多機能施設「えがお」

令和２年度板倉町社会福祉協議会事業報告書

令和２年度　社会福祉事業決算報告

　令和２年度における板倉町社会福祉協議会の決算及び事業内容は、次のとおりでしたのでご報告

いたします。今後とも、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

支　出収　入

収入合計
330,917,030 円

介護保険収入
157,454,017 円

受託金収入
62,064,078 円

前期末支払資金残高
36,048,221 円

補助金収入
39,738,138 円

事業収入
2,994,506 円

会費収入
3,785,600 円

その他の事業収入
21,622,880 円

その他の活動収入
7,209,590 円

支出合計
330,917,030 円

人件費支出
196,066,517 円

事業費支出
47,087,988 円

その他の活動支出
20,157,600 円

事務費支出
20,094,561 円

貸付事業支出
30,000 円

共同募金配分金事業費
3,505,312 円

助成金支出
620,000 円

負担金支出
46,475 円

施設設備等支出
2,951,872 円

当期末支払資金残高
40,356,705 円

社　協　だ　よ　り令和３年８月１日（3）



令和３年度社協特別会員会費募集のお願い
皆さまの会費が地域の福祉をささえます

地域福祉の充実のため、特別会員会費募集に、ご理解とご協力をお願いいたします。

　本年度も社会福祉協議会職員が、会員会費募集のお願いにお伺いさせていただきますので、ご協力

いただけますようよろしくお願いいたします。　

　本会の運営につきましては、常日頃より格別なるご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

　社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図り、「安心して暮らせる町づくり」の実現を目指し、住民自らが

参加し、考えながら実行する民間の福祉団体です。町内の知識経験者・団体の代表者等が、理事・監事・

評議員として運営にあたっています。

　事業の実施や、組織運営のための主な財源は、皆さまからの会員会費や町からの補助金等で支えられて

います。

　この秋開催を予定しているダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典に該当するご夫妻の申請をお待ちし

ています。

　申請されたかたには、記念式典の詳細を記した招待状を後日送付します。

 ダイヤモンド婚式 

　昭和36年１月１日～12月31日までに婚姻の届出をされたご夫妻（結婚60年目）

 金婚式 

　昭和46年１月１日～12月31日までに婚姻の届出をされたご夫妻（結婚50年目）

◆申請方法

　認め印を持参のうえ、板倉町役場介護高齢係または板倉町社会福祉協議会に申請をしてください。なお、

板倉町に本籍がないご夫妻は、申請時に戸籍謄本を提出してください。

◆申請期限　８月31日（火）

　※婚姻の時期が不明なかたで板倉町に本籍があるかたは、板倉町役場介護高齢係までお問合せください。

◆申込み・問合せ

　板倉町役場介護高齢係　☎82－6135

　板倉町社会福祉協議会　☎82－3900

　※ コロナウイルス感染症の状況によっては、予定された内容を変更、または中止とする場合があります。

ダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典
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板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター

　

６
月
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
お
や
つ
バ
イ
キ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
色
々
な
種
類
の
お
菓
子

か
ら
好
き
な
物
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
召
し
上

が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な

る
ま
で
召
し
上
が
っ
た
方
も
多
く
、
大
変
喜
ば

れ
て
い
た
だ
け
た
様
子
で
し
た
。

　

７
月
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
七
夕
行
事
で
天

の
川
の
壁
面
飾
り
を
皆
様
と
一
緒
に
制
作
し
ま

し
た
。
そ
し
て
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
も
ら

い
、
笹
や
壁
面
に
飾
り
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
で
素
敵
な
壁
面
飾
り
が
で

き
ま
し
た
。

小規模えがお

＊お知らせ＊
小規模えがおブログ更新中!!

★http://itakuraegao.blog87.fc2.com/
御利用者のえがおが満開です

　５月９日（日）母の日の行事を行
いました。カーネーションを持って、
記念撮影をしました。
　６月20日（日）父の日の行事を行
いました。父の日にちなんだレクを
行い、プレゼントを持って、記念撮
影をしました。

　７月７日（水）七夕
の行事を行いました。
大きな笹に皆さんの願
い事を飾りました。

母の日・父の日

七　夕
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お知らせ/掲示板お知らせ/掲示板

み
な
さ
ま
の
善
意
に
感
謝
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
奉
仕
銀
行
・
寄
付
報
告
〜

（
令
和
３
年
５
月
〜
令
和
３
年
７
月
末
・
受
付
順
）

あ
っ
た
か
い

心

あ
っ
た
か
い

心

【
寄
付
金
】

○
彩
の
花
絵
手
紙
の
会
一
同
　
様
　
　
　    

５
，０
０
０
円

【
寄
付
品
】

○
匿
名
　
様
　
　
　
　
　                

耕
う
ん
機
　
１
台

福
祉
車
両
貸
出

　

車
イ
ス
の
ま
ま
乗
る
こ

と
の
で
き
る
福
祉
車
両
の

貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か

け
や
お
買
物
、
通
院
や
旅

行
等
の
日
常
生
活
の
利
便

性
を
図
る
と
と
も
に
、
イ

ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
イ
ス
で
日

常
生
活
を
行
う
か
た

②
高
齢
の
た
め
、
車
イ
ス
で
日
常
生
活
を
行
う
か

た
③
傷
病
等
で
、
一
時
的
に
車
イ
ス
で
日
常
生
活
を

行
う
か
た

◆
申
込
書

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
費　

用　

燃
料
代
（
１
㎞
10
円
）

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
援
助
、
日
常
的
金
銭
管

理
サ
ー
ビ
ス
、
書
類
等
の
預
り
サ
ー
ビ
ス
を
生
活
支

援
員
が
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

認
知
症
性
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が

い
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な
か
た

ベ
ッ
ド
・
車
イ
ス
貸
出

　

病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
、
在
宅

で
介
護
用
品
を
必
要
と
す
る
か

た
に
、
無
償
で
貸
出
し
ま
す
。

◆
対
象
者

①
介
護
保
険
制
度
で
非
該
当

（
自
立
）
と
認
定
さ
れ
た
か
た

②
介
護
保
険
制
度
の
対
象
外
と
な
る
身
体
障
が
い

者
の
か
た

③
そ
の
他
会
長
が
利
用
を
必
要
と
認
め
る
か
た

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

充
分
な
調
理
及
び
食
事
が
取
れ
ず
健
康
を
損
な
い

や
す
い
高
齢
者

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

◆
費　

用　

無
料

◆
お
届
日　

毎
月
第
３
土
曜
日
の

昼
ご
ろ
（
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

音
訳
サ
ー
ビ
ス

　

町
内
視
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
を
目
的
に
、

町
広
報
誌
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者　

視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た

◆
費　

用　

無
料

◆
貸
出
方
法　

毎
月
郵
送
に
て
音
訳
Ｃ
Ｄ
を
送
付
い

た
し
ま
す
。（
要
返
却
）

　

●
各
種
お
申
込
・
お
問
合
せ

　
　

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
０
２
７
６
ー
82
ー
３
９
０
０

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

板
倉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
学
習
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

で
協
力
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
興
味
や
関
心
を
地
域
の
活
動
へ
と
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
ふ

れ
合
い
や
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

８
月
13
日
（
金
）、
16
日
（
月
）
は
お
盆
中
の

た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
事
務
所

は
通
常
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

板
倉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

☎
82

－

３
９
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０
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